
⾦星の若い娼婦の美⼥、ワナン。今、彼⼥は１ピクセルの⽷も⾝に纏

わぬ姿となっている。それを眼から脳へ伝えられた流太郎は全勃起し

た。ワナンは彼のシンボルタワーを⾒て、

「すんごい逞しいわ。わたしも⾊んな⾦星⼈の男のチンコを⾒て来た

けど、⼀番、太くて⻑いかもよ。とりあえず脇コキしてみるわ。して

もらった事、ないでしょ?」

脇コキ?流太郎は、その語彙を知らなかったので、

「脇コキって何の事か、知らないけど。」

「こうするのよ。⼿コキより気持ち、いいかも。」

ワナンは⾝をかがめて、流太郎の全勃起した男のシンボルを⾃分の右

の肩の下の腋に、はさんで前後に擦(こす)った。

⼿コキや脚コキよりも気持ちイイ、と流太郎は感じる。ワナンの左⼿

は流太郎の右の乳⾸を、つまんだので２か所から来る感覚に流太郎は

放出してしまった・・・という記憶が思い出せたが、これでは⾃分の

職業は思い出せていないのだ。寝ていても思い出せないかも、と思

い、彼はベッドから⽴ち上がった。服は着たまま寝ていたのだ。ララ

ノは、

「焦らなくてもいいわよ。何か、思い出すものがあるかな?」

「うーん。そう急には頭が働かない・・・。」

「この部屋に、じっとしていても頭は働かないでしょう。今⽇は、こ

の建物から外に出て気分転換をしましょう。⾦星では昼が続いている



時期だから地球とは違った景⾊や、ものを感じると思うわ。」
 

 朝⾷はトウモロコシとパンとクジラの⾁だった。部屋にメイド型⼥

性ロボットが運んでくれた。外は明るいのだろう。昼が58⽇間も続く

⾦星。そのためか地球上のトウモロコシよりも⾷べ応えがありすぎ

た。太陽の恵みが違うのだ。地球の⽇本でも⿅児島の⼤根は薩摩⼤根

という普通の⼤根よりも⼤きなものが出来る。

⾦星のトウモロコシは地球のトウモロコシとは⽐べ物に、ならなかっ

た。それでクジラの⾁まで⾷べると朝から満腹になった流太郎、眠り

たくなった時、ララノが⼊ってきて、

「さあ、出かけるわ。⾦星の太陽は地球の春位の光だから、眩しくも

ない、あ、あんたは⽇本⼈だったわね。サングラスは、いらないで

しょ?」

「ええ、沖縄に海⽔浴に⾏った時もサングラスなし、で泳ぎまし

た。」

ララノは、ドアを開けた。勝⼿⼝のような場所から外に出ると、いま

だに太陽が輝いているという感じを流太郎は持った。4140万キロメー

トル、地球より太陽に近い惑星≪⾦星≫に流太郎は、今、いる。

地球を⼀周すると約4万キロなので、それより⼀千倍以上ある距離が

⾦星と地球にはある。それなのに厚い雲が太陽の光を遮っているた

め、春の気候が続く。

地球では曇りの⽇は暗くなるが⾦星では、そんな暗くならない。空を



⾒上げた流太郎は晴天が⾒えないのに気づく。前を歩いていたララノ

は、

「地球のように晴れ間が⾦星で広がったら灼熱地獄に、なってしま

う。太陽系の惑星は、すべて⼈が住めるようになっているの。⽔星に

も⼈類は、いるから、いつかは連れて⾏ってもらえるかもね。」

屋敷内にはヒマワリが⼀⾯に花を咲かせている区画があった。地球の

菜の花畑のように向⽇葵が並んでいる林⽴した状態の⾵景を流太郎は

初めて⾒たのだった。

春のような季節感の⾦星でヒマワリが咲いている。排他的な気持ち、

現状を変えたくない気持ち、は地球上の誰もが持ってきた思いだ。そ

れは中世ヨーロッパにも、あった。⽇本にもある。今のままでいい、

UFOなんて認めたら変⼈扱い、いや、下⼿すると狂⼈扱いされる。

それなら、そんなものは認めない⽅が、いい、と頭の中は何事も変わ

らない⽅を望む。だが、流太郎は⾦星にいるのだ。

 認めたくないと思う事は、もう、なかった。サイバーセキュリティ

の仕事を、していればいい、とも思わなかった。これから何があるに

せよ、科学が昔より少し進歩しただけの地球、特に⽇本よりは遥かに

⾯⽩いだろう。歩きながら流太郎は⾜取りが軽いのに気づいた。⾦星

の重⼒は地球と、ほぼ同じなのだ。

⼤きな⾦属製の⾨の前に⽴つとララノは、右⼿の⼈差し指の先端を扉

の中央にあるパネルのような場所に当てた。彼⼥の指紋を捉えた機械



は⾨を左右に開いて開けた。指紋認証による⾨の開閉らしい。流太郎

がララノに続いて⾨の外に出ると、⼤きな⾨扉はユックリと閉じた。

外は地球で謂えば郊外、といった趣の場所だった。⾃動⾞というもの

は⾛っていなくて、道路の上を円盤が低空⾶⾏していた。それでも地

上から五メートルは離れている空⾶ぶ円盤だ。ララノは上向き加減で

空を⾒て円盤を⾒ていたが、流太郎を振り返ると、

「地球ではヒッチハイクっていうものが、できるでしょう?ここ⾦星

でも、それが出来るのよ。」

と明晰な⽇本語で話すと、空⾶ぶ円盤の⼀つに向かって親指を⽴てて

合図をした。すると、その円盤は急降下して⼆⼈の前の道路に着陸し

たのだ。円盤の側⾯が開くと中年の⻘い⽬をした筋⾁質の男が現れ

た。彼は⾦星語で何かをララノに話す。ララノも⾦星語で答えると男

は了承したように、うなずき、⼆⼈を円盤内へ導いた。

 円盤内は広々として洋式の居間にいるような雰囲気が、あった。運

転⼿は運転席に戻らず、そこにあるソファを⽰して、

「座っていいよ。ぼくも座る。」

コの字型のソファだった。流太郎には彼の話している⾦星語は、もち

ろん分からない。壁にはポスターのような物に⾦星⽂字で何か書かれ

ているが、それも流太郎は初めて視界に⼊れるものだったのだ。この

後の若いハンサムな運転⼿とララノとの会話は⾦星語で続けられたの

で、流太郎には⼀語も理解できない。ララノは座ると、



「⾃動運転ナビで何処まで⾏くつまりなのですか?」

と訊く。

「どこに⾏くか決めていないんだ。だから、しばらくブラブラしてい

るよ、おれの⾦⽟みたいに。」

「きゃっ。あなたの⾦⽟って⼤きいの?」

「⼤きい⽅だろうな。⾃分じゃ、あまり⾒ないものだからね、⾦⽟

は。」

流太郎には彼らの会話の意味が分からなかったが、性的な話題に移⾏

していると察しては、いる。⾦星語は⾳楽的な響きで美しい。と流太

郎は感じている。ハンサムな⾦星⻘年は流太郎の顔を⾒ると、

「や?君はAVに出ている役者だろう?昨⽇、⾒たよ、⾃分の部屋で窓

のカーテンは開けたままでね。しばらく続く昼の連続の中で⾒るAV

も、いいもんだ。ギャラは、いいんだろう?君の出演料は?」

流太郎は記憶を取り戻した。

そうだ!僕はAVにも時々、出ている。俳優業だけでは⽣活が苦し

い。?頭の中で話している⾃分の⾔葉は⾦星語だ。それに今、⾃分よ

りハンサムな⻘年が話した⾔葉も⾦星語だったのに理解できたの

は・・・?

ハンサムな⻘年は好奇に満ちた視線で流太郎を⾒ると、

「僕の名はロメオ・シーザル。百社は会社を持って、経営している。

今は、それぞれの会社の社⻑に事業は任せているんだ。株の配当だけ



でも凄い収⼊だから、遊ぶのが国家のためだと思ってね。君の名はル

ンドリオ・ザーメントだろ?芸名なのか本名かは、知らないけど。」

ルンドリオ・ザーメント!そうだ、僕は本名で俳優やAV男優を、やっ

ている。⺟はAV⼥優だった。その流れに逆らって俳優になったけ

ど、結局は・・・。流太郎は⾦星語で答えていた。

「そうです。僕の出演作を⾒てくれて、ありがとう。最新作の【マン

コよ永遠なれ】がヒットしたおかげで、印税的収⼊も⼊ってきました

よ。」

ロメオ・シーザルは注意深くルンドリオ・ザーメントを⾒ると、

「でも何だか地球⼈みたいにも⾒えるけど、役作りかね、その⾝振り

は?」

「え?あ?何の事、ですか。そのうち地球⼈役をする事も、あるとは思

いますよ。」

「そうだろうねえ。僕も本物の地球⼈を⾒た事は、ないけど・・・。

⽴体映画で、よく出てくるね、地球⼈は。」

流太郎は段々と記憶が蘇ってきて、

「AVの⽅が待遇が、いいんですよ。毎⽇、⼆⼈のAV⼥優と絡んで週

休三⽇で⼀流企業の社⻑より⾼い収⼊ですから。」

と記憶を開陳した。ロメオ・シーザルは少し驚いたようだ。

「そんなに、いいのか?AV男優の仕事は?」

流太郎、今は⾦星のルンドリオ・ザーメントは胸を張って、



「三⽇休まないと精が持ちません。その間は豪華な⾷事を取って休養

します。週四⽇、働いても⼥とは⼋⼈とセックスしますからね。」

ロメオは、

「いーなー。僕は⼥とは縁がないよ。仕事に忙しいと、そんなもの

だ。⾦と⼥、なんて地球で謂われているが、⾦だけに特化集中すると

⼥は、なくなるね。ヒッチハイクしている美⼥を⾒かけたのも、今

回、初めてさ。」

とララノを⾒ながら話した。ララノは、

「⾃家⽤円盤を持つのも、かなりの資産家じゃないと無理ですもの

ね。ヒッチハイクでは円盤トラック、とかに今まで乗せてもらってい

ましたわ。」

⾦星では物流も円盤によって、⾏われる。⼤型円盤には⼤量の物資が

載せられている。ロメオ・シーザルは満⾜げな顔をして、

「おれも、この円盤を持つまでには随分と苦労をしたよ。円盤宅配便

の仕事を若い頃に、やっていたし、⻑距離円盤の運転⼿もした。富裕

層の⼈の⾦星外⾶⾏のための円盤の運転⼠も、やった。

地球のような⾮常に遅れた星でも、⽉旅⾏に⼀般の⾦持ちが参加でき

るようになったね。それと似たようなもので、地球のUFO遭遇者は

⾦星の国の政府系の円盤と搭乗員とに出会う事もあるし、⾒るだけで

は国家の円盤なのか、個⼈所有の円盤なのかは区別は不可能だろう、

地球⼈には。ああ、そう、君はルンドリオ・ザーメント。我が星の



AV男優だったね。」

そう話をされて流太郎は、うなずくと、地球⼈であった流太郎の記憶

がなくなっているのにも気づかずに、

「ええ。⺟は地球を訪問して、多くの地球⼈男性と性的関係を持ちま

した。ヨーロッパからアメリカへと渡り歩き、モデルの仕事をしなが

ら⼆千⼈の男性とオマンコしたそうです。」

ロメオは⽬を夜の猫の⽬のように丸くして、

「ほおお、それは凄いね。⾦星⼈と気づかれずに、済んだんだね、君

の⺟上は。」

「ええ。⺟は教養があり、地球の⽂明国の⾔語にも通暁していました

から。ヨーロッパの⾔語の殆どを知っていましたし、私にも教えてく

れましたよ。そういう訳で地球⼈役をするのにヨーロッパ⼈の役柄は

最適ですよ。」

⾦星のAVはロケ地が地球の事もあるのだ。地球のAVではロケ地が⽉

になる事もない。もっとも地球上に⽉⾯らしき場所を作り、疑似とし

て⽉に⾏ったように⾒せかける事は、出来るのだが。

 ヨーロッパからアメリカを旅しつつ、モデルで稼いで多くの男性と

セックスした⺟、と流太郎の頭は記憶を呼び戻した。ん?本当か?

何か違うような気がするけど・・・それに⾃分は⾦星⼈じゃないよう

な気もするが・・・それでも記憶に蘇るのは⾦星⼈としての記憶で、

⾃分も多くの⼥とセックスして暮らしを⽴てている。



週休三⽇で・・・ルンドリオ・ザーメント、⾃分は⼈気急上昇中の⾦

星のAV男優なんだ。これが本当なのに、なぜか⾃分は地球の⽇本⼈

だったような気もする・・・しかし、記憶がないのだ、夢でも⾒たん

だろう、⾃分が地球⼈だったらという希望でも潜在的な無意識の中に

持っていたんだろうか・・・
 

 ララノから、

「うまくいきました。流太郎の脳内にルンドリオ・ザーメントの脳内

思考を全て転送完了です。」

と⾦星のスマートフォンで報告を受けたベルリーナは、

「よし、最上等だわ。それで?ルンドリオ・ザーメントの⽅には流太

郎の脳内思考を転送したわけね?」

「はい、閣下。ついでにルンドリオ・ザーメントを地球に送りまし

た。」

ベルリーナはワクワクするような笑みを浮かべると、

「⾯⽩い事に、なりそうだわ。ルンドリオ・ザーメント。⾦星⼈は名

乗りでもしないと地球⼈と変わらない外⾒だからね。もし名乗ったと

しても信じてもらえないのが⼀般的だから、ルンドリオ・ザーメント

は⾦星⼈と⾒破られることは、まずない、ない、ふふふ。」
 

 その頃、東京都町⽥市郊外の⼭中に⼩型の円盤が空から急降下し

て、広い野原に着陸した。円盤の中から出て来たのは⾦星⼈の姿だっ



た。端正な容貌、深い彫りの顔⽴ち、⻘い瞳。の彼は背の⾼いハンサ

ムな⻘年だ。だが、どこかしら淫蕩な表情もある。

彼の後から出て来たボディガードのような男は、

「ここにタクシーを呼んだ。それに乗って、町⽥市内へ⾏き、町⽥駅

前で降りるんだ。君の名前は時・流太郎だ。そうだろ?君。」

と話した。

「え、ええ・・。そうです、僕の名前は時・流太郎・・。ん?ここは

東京ですか?」

「そうだよ。何か思い出したかな?」

「僕は福岡市で働いていますよ。東京には出張で時々、来ますけど。

出張で来ていたのかな?」

「そうさ。それを我々が円盤に乗せて⾦星に連れて⾏ったんだ。正確

には我々の頭であるベルリーナ猊下の指⽰でね。」

「そう・・・だったようですね。それなら福岡に帰らないと。」

「そうだ。町⽥駅から新横浜駅まで⾏くと、新幹線に乗れる。君の財

布の中を確認したまえ。」

と⾔われて流太郎になったルンドリオ・ザーメントはズボンのポケッ

トの中に⼿を⼊れて財布を取り出すと、中を開いてビックリした。そ

こには百枚の⼀万円札が、ギシギシと詰め込まれている。流太郎、に

なったルンドリオ・ザーメントは、

「こんなに沢⼭・・財布の中に⼊れた事がありませんよ、⼀万円札



を。」

と⽇本語で話す。ボディガード⾵の男も⽇本語で、

「それは我々の⻑のベルリーナ猊下からの下賜⾦だよ。全部、使って

いい。」

季節は春らしいが、東京だけに少し寒い。ルンドリオ・ザーメントは

記憶を取り戻して福岡市に戻りたくなった。それで、

「ありがとう。何か、よく分からないけど、これで福岡に帰れます

ね。」

「ああ、名古屋からリニアモーターカーに乗っても、ゆとりはあるだ

ろう。⼥も何⼈も⾃由に出来るだろうさ、⾦でね。」

と話すと⾦星のボディーガードは、ニッ、ニッ、と笑った。
 

 ウオーんと⾳がして⻩⾊いタクシーが来た。ルンドリオ・ザーメン

トは開いたタクシーの後部座席のドアから中に⼊った。ザーメントは

柔らかなシートに背中を当てると、

「新横浜駅へ⾏ってくれ。」

ロボットのような男の運転⼿は、

「新横浜?わっしは、その辺の地理を知らないんですよ、だんな。こ

こは⼋王⼦に近いし、そんなとこまで・・。」

「ああ、そうだったな。町⽥駅の間違いだった。町⽥駅なら⾏けるだ

ろう?」

「へい、へい。わっしは⼈⼯頭脳を少し⼊れてもらっているんで



さー。でも⼈間ですよ。その⼈⼯頭脳の」

タクシーは⾛り出した。

「おかげで、普通の運転⼿より近道を通っていけます。それで、お客

さんに評判がいいからって給料は上がりましたし、指名料まで貰って

ます、はい。」

森林のような左右の景⾊が、ぽつぽつと看板が⾒える⾵景に変わり、

ビルが⾒え始めた。ルンドリオ・ザーメントは運転⼿などには興味が

なかった。それより福岡市には昔の恋⼈が、いるはずだ。名前は・・

うーん、思い出せない。そのうちに思い出すだろう。株式会社・夢春

の社名は思い出せる。籾⼭松之助という社⻑の名前も。

 町⽥の公園から地下道を通って何かの⼯場のような場所へ⾏った記

憶が・・・⼀乗院花蓮という名前の令嬢・・・。

流太郎、外⾒はルンドリオ・ザーメントは外の景⾊を⾒ていなかっ

た。運転⼿が、

「はい、町⽥駅前です。」

と呼びかけたのでハッとなると窓の外には町⽥駅が⾒えた。

 百万円は⼊っている財布から料⾦を払う。

「お客さん、おつり・・、あ、お客さん。」

「いいよ。つりは、いらないから。」

とルンドリオ・ザーメントはタクシーを出た。歩いて、すぐの町⽥駅

から新横浜駅までの切符を買うと、すぐに来た電⾞に乗って横浜の⽅



へと移動する。

横⻑の椅⼦に座って前を⾒たザーメントは、前⽅に座っている男の⽬

がオレンジなのに気づいた。その他の部分は普通の⼈間だ。⼈⼯の⽬

が⼿術で埋め込み可能となったのだ。彼は失明したか先天的に盲⽬

だったのだろう。

隣に座った若い⼥性が、もたれかかるようにザーメントに体を寄せる

と、彼の股間に右⼿を伸ばし何気なく触った。彼⼥は、

「あ、ごめんなさい。」

と謝って右⼿を引っ込めたが、ザーメントは少し勃起してしまった。

停⾞する駅が増えるにつれて、乗ってくる乗客も増えた。

若い⼥性も多く乗り込んでくる。丁度、ザーメントの⽬の前に若い⼥

性の尻が停⽌した。つまり、背中を向けて、その⼥性が豊かな尻を

ピッチリとスカートに包んで⽴っている。そこへ!

驚くほど⻑い⼿が左から伸びて来た。その⼿はザーメントの⽬の前の

⼥のスカートの尻を触り、撫でまわす。⼥は右⼿で吊⾰に掴まったま

ま、少し頭を前に向ける。尻を触られているのに気づいたらしい。そ

の⼿が⼈造の⼿なのはザーメントには分かった。

サイバーモーメントの⿊沢社⻑と福岡市博多区東那珂の社屋で話をし

ている時に、⿊沢は、

「もうすぐ⼈造ハンド、痴漢もオーケー、が完成するよ。この⼿は⼿

袋をするように⼿に付けられる。それが横に三メートルは伸びるん



だ。しかも、だよ。若い⼥の感度のよさそうな尻をマイクロレーダー

で探し出し、そこに吸盤のように吸いつくと、その美尻を愛撫する。

どうだね、会員制サイトで販売するから⼀般公開は、されないよ。時

君、買わないかね?社員割引で買えるようにするから。」

と、もちかけられた事があった。

その時、社⻑室で⼈造ハンド、痴漢もオーケーを⾒せてもらったのだ

が、今、電⾞の中で美しい後ろ姿の若い⼥性の美尻を撫でまわしてい

るのは⼈造ハンド、痴漢もオーケーに違いない。流太郎?そう、僕の

名前は時・流太郎だ。ルンドリオ・ザーメントという固有名詞が頭の

中に時々、浮かぶが・・・⼈称代名詞なのだろうか、何の名前か分か

らない。兎も⾓、流太郎は左の⽅に視線を向けると、やはり背中を向

けた背広の紳⼠の右⼿が伸びていた。

流太郎は⿊沢社⻑の解説を思い出す。

「この商品は少し⾼いけど、⾼度な機能として、触られた⼥は『痴漢

です』とか声を出せないように、その⼥性の脳に⼩さな電流を流し、

声帯を抑制させる事ができるんだ。したがって触られている⼥は快感

しか覚えない。」

流太郎は、それに対して、

「確証は、あるのですか。⼤変な事に、なりそうですけど。」

「いや、既に我が社の⼥⼦社員で実験済みだ。秘書の美⽉美姫にもテ

ストした。彼⼥ですら声を出せなかったのだからね。」



「それで、とても気になる価格は・・いくらでしょう。」

「なーに、そんなに⾼くはない。福岡市で⼩さな新築の家を買える位

だよ。」

「それなら⾼級外⾞の⼗倍ですね。⾼いなあ。」

「と、思うだろう。でもね、会員制サイトの顧客は、いずれも⼤⾦持

ちばかりなのさ。それに科学で⼀財産、気づいた⼈が多いね。何故な

ら最初に登録してくれたのが、ぼくの古くからの友⼈で成⽉(なりつ

き)博⼠という某科学系の上場企業の創業者の男でね。この⼈造ハン

ド、痴漢もオーケーも⼀番最初に買ってくれた⼈だ。」

というのを思い出した流太郎は、今、⽬の前にある⼥の美尻を撫でま

わしているのも、その先の紳⼠は成⽉博⼠、なのだろうかと思うが、

その⼿は、やがて⾳もなく凄いスピードで縮むと、三メートルは左に

離れた紳⼠の右腕の中に消えた。

列⾞は新横浜駅に着いた。流太郎は、さっきの⼈造の⼿による痴漢の

紳⼠も新横浜駅で降りたので、紳⼠を⾒失わないように後をつけた。

紳⼠は新横浜駅の改札出⼝を降りると、流太郎とは違って、新幹線乗

り場には向かわずに新横浜駅の正⾯⽞関に歩いていく。

流太郎は、その紳⼠の背中に、

「成⽉博⼠!」

と呼びかけてみた。すると、その紳⼠はピタと⾜を⽌めると、後ろを

振り返る。⿊沢社⻑と同年代の五⼗代半ばの男性で、知性に満ちた、



その⽬は真っすぐに流太郎を⾒ていた。流太郎は成⽉博⼠に追いつく

と、

「やはり成⽉博⼠でしたね。呼び⽌めてすみません。」

と挨拶した。成⽉博⼠の⽬には⻘い⽬をしたハンサムな⻄洋⼈が、正

確な⽇本語で⾃分に話しかけているという状況に、

「いかにも⾃分は成⽉だが、君は⼀体、誰なのだ。私は君を知らんの

だが。」

と落ち着いた⼝調で話した。流太郎は、
 


